
2025年

時 期 １年Ａ巡 単元 実習 教科名

2025.4.1

総時限 16時限 添田
必要時限 16時限 後藤
　指導教員の実務経験 該当 非該当

国際⾃動⾞整備科 授業計画

実習̲⾃動⾞Ａ

科 目 ⾃動⾞整備 教科書等
持参品

授業テキスト 発⾏⽇

①⾃動⾞の各部の名称、役割を覚える。

教科担当

⾃動⾞整備⼠として、⾃動⾞整備全般の実務経験がある教員により⾃動⾞の関する各装置について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）
①⾃動⾞に触れ、各装置の名称、役割、作動を理解する。
　（出⾝国によっては、乗⽤⾞に触れた経験がない学⽣もいるので）
②⽇本語による説明にて内容を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

②⾃動⾞の各部の取り扱いを覚える。
③⾃動⾞の各装置の操作⽅法から⽇本語（⾃動⾞⽤語）を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）
テスト内容から出題する問題に、⽇本語で解答する。

　準備学習
特になし



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量

授業テキスト
パワーポイント
RV37スカイライン 1
V37スカイライン 1
他⾞両 数台

16 期末試験、片付け

11

12

13

14

15

7

8

9

10 現⾞での名称、部分確認 6

現⾞での名称、部分確認 3（⾞両⼊替）

現⾞での名称、部分確認 4

現⾞での名称、部分確認 5（⾞両⼊替）

導⼊、概要説明

国際⾃動⾞整備科 2025年 授業計画

１年Ａ巡 実習 実習̲⾃動⾞Ａ

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

1

2 ⾃動⾞の各装置の名称と役割
乗⽤⾞の外観名称 1

現⾞での名称、部分確認 2

現⾞での名称、部分確認 1

乗⽤⾞の名称確認、⽇本語の理解 2

乗⽤⾞の名称確認、⽇本語の理解 13

4

5

6

模擬試験の実施と解説 1

模擬試験の実施と解説 2

現⾞での名称、部分の復習、確認作業 1

現⾞での名称、部分の復習、確認作業 2

期末試験



2025年

時 期 １年B巡 単元 実習 教科名

2025.4.1

総時限 14時限 添田
必要時限 14時限 後藤
　指導教員の実務経験 該当 非該当

国際⾃動⾞整備科 授業計画

実習̲⾃動⾞B

科 目 ⾃動⾞整備 教科書等
持参品

授業テキスト 発⾏⽇

①⾃動⾞の各部の名称、役割を覚える。

教科担当

⾃動⾞整備⼠として、⾃動⾞整備全般の実務経験がある教員により⾃動⾞の関する各装置について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）
①⾃動⾞に触れ、各装置の名称、役割、作動を理解する。
　（出⾝国によっては、乗⽤⾞に触れた経験がない学⽣もいるので）
②⽇本語による説明にて内容を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

②⾃動⾞の各部の取り扱いを覚える。
③⾃動⾞の各装置の操作⽅法から⽇本語（⾃動⾞⽤語）を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）
テスト内容から出題する問題に、⽇本語で解答する。

　準備学習
特になし



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量

授業テキスト
パワーポイント
RV37スカイライン 1
V37スカイライン 1
ZE1リーフ 10

11

12

13

14

7

8

9

10 リヤ・シート脱着 1

フロント・ドア取り外し

フロント・シート脱着 1

フロント・シート脱着 2

導入、概要説明

国際⾃動⾞整備科 2025年 授業計画

１年B巡 実習 実習̲⾃動⾞B

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

1

2 ⾃動⾞の各装置の名称と役割 1
乗⽤⾞の内装名称

名称確認、操作手順確認 2

名称確認、操作手順確認 1

練習問題実施、解説

⾃動⾞の各装置の名称と役割 2
空調装置3

4

5

6

リヤ・シート脱着 2

フロント・ドア取り付け

⾞両復元確認、⽚付け・清掃

期末試験



2025年

時 期 １年C巡 単元 実習 教科名

2025.4.1

総時限 16時限 添田
必要時限 16時限 後藤
　指導教員の実務経験 該当 非該当

　準備学習
特になし

指定された目的地を設定し、指定されたルートを設定する。

②「⾏き先設定」「ルート設定」の取り扱いを理解する。
③操作⽅法から⽇本語（⾃動⾞⽤語）を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）
テスト内容から出題する問題に、⽇本語で解答する。

①操作画面各部の名称、役割を覚える。

教科担当

⾃動⾞整備⼠として、⾃動⾞整備全般の実務経験がある教員により⾃動⾞の関する各装置について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）
①⾃動⾞に触れ、ナビゲーションシステム各装置の名称、役割、作動を理解する。
　（出⾝国によっては、乗⽤⾞に触れた経験がない学⽣もいる）
②⽇本語による説明にて内容を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

国際⾃動⾞整備科 授業計画

実習̲⾃動⾞C

科 目 ⾃動⾞整備 教科書等
持参品

授業テキスト 発⾏⽇



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量

授業テキスト
パワーポイント
ZE1リーフ 10

目的地へのルート設定について説明と設定練習 1

目的地へのルート設定について説明と設定練習 2

目的地へのルート設定について説明と設定練習 3

目的地へのルート設定について説明と設定練習 4

期末試験

2 カーナビゲーションの装置、構成 1

マップ・マッチング

⾃⾞位置検出⽅法 2

⾃⾞位置検出⽅法 1

カーナビゲーションの装置、構成 23

4

5

6

カーナビゲーションについての説明

国際⾃動⾞整備科 2025年 授業計画

１年C巡 実習 実習̲⾃動⾞C

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

1

7

8

9

10 目的地設定の操作について説明と設定練習 4

目的地設定の操作について説明と設定練習 1

目的地設定の操作について説明と設定練習 2

目的地設定の操作について説明と設定練習 3

11

12

13

14

15

16 期末試験



2025年

時 期 １年D巡 単元 実習 教科名

2025.4.1

総時限 12時限 添田
必要時限 12時限 後藤
　指導教員の実務経験 該当 非該当

　準備学習
特になし

②継続検査、保安基準の遵守を理解する。
③整備記録簿から⽇本語（⾃動⾞⽤語）を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）
テスト内容から出題する問題に、⽇本語で解答する。

①認証整備⼯場、指定整備⼯場及び⾃動⾞検査員について覚える。

教科担当

⾃動⾞整備⼠として、⾃動⾞整備全般の実務経験がある教員により⾃動⾞の関する検査・登録制度について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）
①点検、修理、検査の３つの違いを理解する。
　（出⾝国によっては、乗⽤⾞に触れた経験がない学⽣もいる）
②⽇本語による説明にて内容を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

国際⾃動⾞整備科 授業計画

実習̲⾃動⾞D

科 目 ⾃動⾞整備 教科書等
持参品

授業テキスト 発⾏⽇



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量

授業テキスト
パワーポイント
点検⾞両
検査ライン⽤⾞両
　R32　GT-R 1
　R33　GT-R 1
　R34　GT-R 1
　R35　GT-R 1
　T31エクストレイル 1

期末試験

期末試験

2 ⾃動⾞の検査登録制度の必要性
継続検査 1

検査ライン説明、検査ラインでの測定確認 2

検査ライン説明、検査ラインでの測定確認 1

検査項目

継続検査 2
  ユーザー⾞検、認証⼯場での⾞検、指定⼯場での⾞検3

4

5

6

⾃動⾞の点検・整備・検査
⾃動⾞の検査登録制度

国際⾃動⾞整備科 2025年 授業計画

１年D巡 実習 実習̲⾃動⾞D

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

1

7

8

9

10 ヘッド・ライト調整 3

検査ライン説明、検査ラインでの測定確認 3

ヘッド・ライト調整 1

ヘッド・ライト調整 2

11

12


